
評価結果概要

①第三者評価機関名

②事業者情報

③評価実施期間

④総評

①領域別の考察を「日々の保育」と「心と体の育み」につなげています

思い切り走る、どろんこ遊び、大根掘りができる広い園庭を有しており、園内で四季を感じられる
恵まれた環境の中保育がなされています。注力している戸外活動の中でも、特に子どもたちが自ら
「縄跳び」を編み、運動会や日々の遊びに活用する取り組みは本保育所の特長的な活動となってい
ます。市内公立各園から職員が集い開催される研修により領域別の考察と研鑽がなされており、縄
跳びによる活動も体力向上だけでなく、製作を通して手先や神経の発達、没頭する集中力の養成に
役立てるなど健康な心と体を育むことにつなげられています。

②職員の持ち味を活かす方針と互助の精神がゆったりとした保育環境を作り出しています

管理職も保育現場に入り、職責に関わらず一体となって保育所の運営にあたる姿勢が家庭的な雰囲
気とゆったりとした環境を作り出しています。職員の個性を発揮し、足りない箇所については皆で
フォローし合うことをモットーとしており、人の真似ではなく、職員が持つオリジナルの才能・持
ち味を組織の中で活かせるよう取り組んでいます。

③子どもたちに寄り添う気持ちをもって文字通り「手作りの保育」がなされています

福祉サービス第三者評価結果

名称： 保育所

株式会社シーサポート

上尾市立小敷谷保育所 種別：

℡
 〒362-0064
上尾市小敷谷723-1

定員(利用人数)：

 048-726-2698

代表者氏名：

所在地：

90 名荘司明美

◇特に評価の高い点

　施設設備の老朽化を大きな課題としており、行政と協調しながら整備に取り組んでいます。また
コロナ禍における保護者とのコミュニケーション、日々の様子伝達についても更に取り組む意向を
もっています。本評価を通じても下記の目標と課題を抽出しており、新型コロナウイルスの終息を
見ながら進めていくことが期待されます。

●新型コロナウイルス終息後の高齢者施設との交流およびマスク等寄付してくれた方々の保育所へ
の招待
●保育参加の出席率の向上とそのための広報
●近隣閉園保育所からのスムーズな受け入れ

◇特にコメントを要する点

　令和2年7月6日（契約日）～令和3年2月24日（評価結果確定日）

　施設内外の点検、ヒヤリハットマップの作成・修正、危険箇所や死角への留意等々子どもたちの
安全対策が講じられています。ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策では、年齢毎に定めた間隔に
よるチェックと記録だけでなく、乳児が上を向いて午睡できるよう天井にイラストを貼るなど工夫
がなされています。機器やデジタルなものに頼る風潮がある中、前述の取り組み以外にも子どもた
ちに寄り添う気持ちをもって文字通り手作りの保育が随所になされています。



評価結果概要

⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント

⑥各評価項目にかかる第三者評価結果

別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

  第三者評価を受け、改めて保育所の良さ、課題について職員で確認することが出来ました。これ
からも評価して頂いた点を生かし、課題に取り組み、保護者の皆様に信頼され、子ども達も毎日楽
しく安心して通える保育所として、日々努力していきたいと思います。


